
佐
賀
地
本
は
、
5
月
12
日

（
土
）
及
び
13
日
（
日
）
に
幹

部
候
補
生
第
1
次
試
験
、
5
月

19
日
（
土
）
に
第
1
回
自
衛
官

候
補
生
採
用
試
験
、
5
月
26
日

（
土
）
に
第
1
回
一
般
曹
候
補

生
第
1
次
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

各
試
験
種
目
は
、
「
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
幹
部
自
衛
官

を
目
指
す
コ
ー
ス
」
、
「
任
期

制
自
衛
官
と
し
て
体
力
・
気
力

を
充
実
さ
せ
、
任
期
終
了
後
は

民
間
企
業
に
就
職
し
た
り
、
継

続
任
用
も
可
能
な
コ
ー
ス
」
、

「
部
隊
の
中
核
と
し
て
現
場
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
曹
を

目
指
す
コ
ー
ス
」
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
道
は
異
な
り
ま
す
が
、

「
現
代
の
防
人
」
と
し
て
自
衛

官
を
目
指
す
多
く
の
受
験
者
が
、

厳
正
な
試
験
の
中
、
最
後
ま
で

真
剣
な
表
情
で
試
験
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

佐
賀
地
本
は
、
日
本
の
将
来

を
担
う
自
衛
官
を
目
指
す
志
願

者
の
熱
意
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
募
集
業
務
に
邁
進

し
て
参
り
ま
す
。

佐
賀
地
本
長
は
、
5
月
6
日

（
日
）
、
鳥
栖
市
高
田
町
公
民

館
に
お
い
て
、
高
田
町
自
主
防

災
会
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
自

衛
隊
の
災
害
派
遣
活
動
を
主
と

し
た
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

本
講
話
に
お
い
て
は
、
平
成

28
年
4
月
熊
本
地
震
に
お
け
る

災
害
派
遣
活
動
や
、
「
水
の
怖

さ
・
恐
ろ
し
さ
」
を
知
っ
て
頂

く
た
め
に
、
平
成
27
年
9
月
関

東
・
東
北
豪
雨
及
び
平
成
29
年

7
月
九
州
北
部
豪
雨
に
お
け
る

被
害
状
況
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
災
害
派
遣
の
法
的

枠
組
み
、
給
食
・
給
水
、
入
浴

佐
賀
地
本
は
、
5
月
17
日

（
木
）
、
嬉
野
市
中
央
公
民
館

に
お
い
て
行
わ
れ
た
平
成
30
年

度
嬉
野
市
防
衛
協
会
総
会
を
支

援
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
嬉
野
市
長
を
始
め

多
く
の
方
々
及
び
ご
来
賓
の
参

加
を
得
て
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
講
師
と
し

て
航
空
自
衛
隊
西
部
航
空
方
面

隊
司
令
官

井
筒
空
将
を
お
招

き
し
、
「
我
が
国
周
辺
の
軍
事

情
勢
と
航
空
自
衛
隊
の
活
動
」

支
援
活
動
に
お
い
て
使
用
さ
れ

る
装
備
品
等
に
つ
い
て
説
明
す

る
と
と
も
に
、
災
害
に
よ
っ
て
、

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
も
の

が
失
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

講
話
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
鳥
栖
市

に
お
い
て
過
去
に
発
生
し
た
水

害
に
よ
る
被
害
を
思
い
出
さ
れ

て
い
る
高
齢
者
の
方
も
お
ら
れ

ま
し
た
。

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
自
衛
隊

の
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
頂
け
る
よ
う
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

と
題
し
て
、
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

本
講
演
に
お
い
て
は
、
日
本

周
辺
空
域
に
お
け
る
安
全
保
障

環
境
、
航
空
自
衛
隊
の
任
務
・

活
動
状
況
等
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
司
令
官
の
話
に
多
く

の
方
々
が
熱
心
に
聞
き
入
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

佐
賀
地
本
は
、
地
域
の
皆
様

方
に
防
衛
に
関
す
る
意
識
を
高

め
て
頂
け
る
よ
う
、
今
後
も
各

協
力
会
が
行
う
活
動
へ
の
協
力

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

佐
賀
地
本
は
、
5
月
19
日

（
土
）
、
前
川
原
駐
屯
地
に
お

い
て
、
西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
隊
の
支
援
を
受
け
て
、
多

用
途
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
Ｕ
Ｈ─

60
Ｊ
Ａ
」
に
よ
る
体
験
搭
乗
を

行
い
ま
し
た
。

今
回
の
体
験
搭
乗
に
は
、
県

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
導
入
に
関

係
す
る
方
を
始
め
、
学
校
の
先

生
方
や
募
集
業
務
へ
協
力
を
頂

い
て
い
る
皆
様
方
に
ご
参
加
頂

き
ま
し
た
。

搭
乗
前
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

佐
賀
地
本
は
、
5
月
18
日

（
金
）
か
ら
5
月
22
日
（
火
）

ま
で
の
間
、
久
留
米
駐
屯
地
に

お
い
て
、
第
4
特
科
連
隊
（
久

留
米
）
が
担
任
す
る
予
備
自
衛

官
５
日
間
招
集
訓
練
に
参
加
す

る
42
名
の
予
備
自
衛
官
の
受
け

入
れ
等
を
支
援
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
予
備
自
衛
官
は
、

真
剣
な
表
情
で
各
種
訓
練
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

訓
練
参
加
者
は
、
「
予
備
自

衛
官
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持

ち
、
普
段
の
仕
事
に
も
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
」
と
話
し
、

の
有
用
性
及
び
必
要
性
を
説
明

し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
関
す
る

理
解
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。

搭
乗
し
た
方
か
ら
は
、
「
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
が
、
自
衛
隊
の
活

動
に
必
要
な
装
備
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
」
と
の
感

想
を
頂
く
と
と
も
に
、
駐
屯
地

内
の
資
料
館
を
興
味
深
そ
う
に

見
学
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
自
衛

隊
の
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
頂
け
る
よ
う
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

す
が
す
が
し
い
表
情
で
久
留
米

駐
屯
地
を
後
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
訓
練
に
お
い

て
、
佐
賀
地
本
所
属
の
坂
井
期

間
業
務
隊
員
に
、
予
備
自
衛
官

と
し
て
訓
練
招
集
に
永
年
精
励

し
た
功
績
を
称
え
て
、
西
部
方

面
総
監
か
ら
の
顕
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
予
備

自
衛
官
と
訓
練
担
当
部
隊
と
の

連
携
を
大
切
に
し
、
安
心
し
て

出
頭
で
き
る
環
境
を
保
っ
て
参

り
ま
す
。

こ
の
３
月
に
佐
賀
地
方
協
力

本
部
募
集
課
長
と
し
て
参
り
ま

し
た
小
林
で
す
。

近
年
、
社
会
の
少
子
高
学
歴

化
、
景
気
・
雇
用
状
況
の
好
転

等
、
入
隊
・
入
校
者
数
の
確
保

が
厳
し
さ
を
増
す
中
に
あ
っ
て
、

平
成
27
年
度
及
び
29
年
度
に
自

衛
官
候
補
生
の
採
用
者
数
を
自

衛
隊
全
体
で
確
保
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
の
た
め
、
改
め
て
自
衛
官

候
補
生
の
魅
力
に
つ
い
て
、
そ

の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
、

是
非
、
自
衛
官
候
補
生
の
募
集

広
報
に
も
協
力
し
て
頂
き
た
く
、

お
話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生
は
、
陸
２
年
、

海
空
３
年
（
２
任
期
目
以
降
は

２
年
）
の
任
期
制
隊
員
コ
ー
ス

で
す
。

任
期
間
は
、
自
衛
官
と
し
て

体
力
・
気
力
を
充
実
さ
せ
、
必

要
な
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
、
任
期
満
了
後
は
、
希
望

す
る
業
種
へ
再
就
職
し
た
り
、

選
抜
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
で
、

曹
と
な
り
、
引
き
続
き
、
自
衛

官
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

再
就
職
の
際
に
は
、
就
職
の

サ
ポ
ー
ト
も
し
っ
か
り
と
行
っ

て
お
り
、
再
就
職
先
の
企
業
様

か
ら
は
、
「
規
則
正
し
く
訓
練

さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
出
身
者
で

あ
れ
ば
、
安
心
し
て
仕
事
を
ま

か
せ
る
こ
と
が
で
き
、
是
非
雇

用
し
た
い
。
」
と
の
評
価
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。

希
望
や
夢
の
実
現
と
、
地
域

の
た
め
、
家
族
の
た
め
に
貢
献

で
き
る
自
衛
官
候
補
生
に
興
味

を
お
持
ち
の
方
は
、
是
非
、
地

本
の
窓
口
ま
で
、
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
！
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
！
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へ
の
協
力
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い
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（
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い
）

平和を、仕事にする。
陸海空自衛官募集

熱
か
風

嬉
野
市
に
お
い
て
防
衛
に
関
す
る
意
識
を
高
揚

現代の“防人”を目指して

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
く

災
害
派
遣
等
の
活
動
を
紹
介

国
を
護
り
続
け
る
予
備
自
衛
官

ヘリコプターに搭乗する参加者

ヘリコプターについての説明を受ける参加者

講話を行う井筒司令官

村上嬉野市長による来賓祝辞

九州北部豪雨における被害状況の
紹介

高田町における浸水最高水位
（２．５ｍ）

受付を行う受験者（曹候補生第１次試験）

試験実施要領の説明を受ける受験者（自衛官候補生採用試験）

担当者から説明を受ける予備自衛官

顕彰状を授与された坂井期間業務隊員

募集課長
２等陸佐 小林郁扶



武
雄
地
域
事
務
所
は
、
4
月

6
日
（
金
）
、
空
自
防
府
南
基

地
に
お
い
て
行
わ
れ
た
入
隊
式

に
同
行
し
ま
し
た
。

式
は
、
防
府
市
長
を
は
じ
め

多
く
の
方
々
及
び
ご
来
賓
の
参

加
を
得
て
、
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
が
始
ま
る
と
、
真
新
し
い

制
服
に
身
を
包
ん
だ
候
補
生
達

は
、
気
迫
の
込
も
っ
た
節
度
あ

る
敬
礼
動
作
を
行
い
、
後
ろ
の

席
か
ら
見
守
っ
て
い
た
家
族
の

方
々
や
我
々
広
報
官
を
驚
か
せ

ま
し
た
。

教
育
隊
長
か
ら
は
、
熱
い
激

唐
津
出
張
所
の
先
任
広
報
官

で
あ
る
樋
口
曹
長
の
特
技
を
紹

介
し
ま
す
。

樋
口
曹
長
は
、
走
る
こ
と
に

関
し
て
、
高
校
時
代
に
は
、
京

都
で
行
わ
れ
て
い
る
全
国
高
校

駅
伝
に
長
崎
県
代
表
選
手
と
し

て
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
ほ
ど

の
実
力
の
持
ち
主
で
す
。

今
年
1
月
8
日
（
月
）
に
行

わ
れ
た
「
伊
万
里
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
２
０
１
８
」
に
お
い
て
も

「
40
歳
以
上
3
㎞
」
の
種
目
に

参
加
し
、
9
分
34
秒
と
い
う
好

励
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
、
式
終

了
後
に
は
、
今
後
の
教
育
を
や

り
遂
げ
る
自
信
に
満
ち
溢
れ
た

候
補
生
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
ご
家
族
か
ら
は
、

「
短
期
間
で
の
子
供
の
成
長
に

驚
き
ま
し
た
。
」
等
の
言
葉
を

頂
き
、
広
報
官
と
し
て
初
め
て

同
行
し
た
入
隊
式
に
お
い
て
、

改
め
て
、
広
報
官
の
や
り
が
い

や
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
自
衛

官
へ
の
新
た
な
道
を
歩
み
始
め

た
候
補
生
と
ご
家
族
を
全
力
で

応
援
し
て
参
り
ま
す
。

記
録
に
よ
り
、
参
加
者
40
名
の

中
か
ら
、
見
事
に
優
勝
し
ま
し

た
。来

年
の
県
内
一
周
駅
伝
に
、

唐
津
・
玄
海
地
区
代
表
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

唐
津
出
張
所
か
ら
も
募
集
の
幟

（
の
ぼ
り
）
を
持
っ
て
、
現
地

に
お
い
て
熱
い
声
援
を
送
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

唐
津
出
張
所
の
広
報
官
の
意

外
な
一
面
を
今
後
も
紹
介
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
ご
期
待
下
さ

い
。

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
5
月

1
日
（
火
）
及
び
2
日
（
水
）
、

本
年
3
月
に
入
隊
し
た
隊
員
の

母
校
へ
の
訪
問
に
同
行
し
ま
し

た
。隊

員
の
出
身
高
校
で
あ
る
高

志
館
高
等
学
校
、
佐
賀
学
園
高

等
学
校
、
北
陵
高
等
学
校
、
龍

谷
高
等
学
校
、
多
久
高
等
学
校

を
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
、
校
長
先

生
や
担
任
だ
っ
た
先
生
方
、
後

輩
の
生
徒
た
ち
と
久
し
ぶ
り
に

再
会
し
、
思
い
出
話
や
自
衛
隊

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
5
月

1
日
（
火
）
、
本
年
3
月
に
入

隊
し
た
隊
員
の
鳥
栖
工
業
高
校

へ
の
学
校
訪
問
に
同
行
し
ま
し

た
。陸

自
２
名
、
海
自
１
名
、
空

自
２
名
の
隊
員
が
、
初
め
に
進

路
指
導
室
を
訪
問
し
、
先
生
に

挨
拶
を
行
う
と
、
「
わ
ず
か

１
ヶ
月
で
、
見
違
え
る
ほ
ど
に

立
派
な
姿
に
な
っ
た
。
」
と
の

う
れ
し
い
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
教
室
に
お
い
て
、

在
校
生
と
の
面
談
の
時
間
を
設

け
て
頂
き
、
教
育
隊
で
の
生
活

の
話
で
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

校
長
先
生
と
の
懇
談
に
お
い

て
は
、
や
や
緊
張
し
た
面
持
ち

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
凛
々
し

く
受
け
答
え
を
し
て
い
る
姿
に

自
衛
官
と
し
て
の
成
長
を
感
じ

て
頂
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
今
後

も
各
種
広
報
活
動
を
通
じ
て
自

衛
官
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と

も
に
、
素
晴
ら
し
い
佐
賀
県
出

身
の
隊
員
の
募
集
に
尽
力
し
て

参
り
ま
す
。

や
訓
練
に
つ
い
て
、
後
輩
の
生

徒
た
ち
に
発
表
し
ま
し
た
。

話
を
聞
い
た
生
徒
た
ち
か
ら

は
、
「
自
衛
隊
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
」
、
「
進
路
の
一
つ

と
し
て
、
説
明
を
聞
い
て
み
た

い
。
」
と
の
感
想
を
頂
く
こ
と

が
で
き
、
こ
れ
か
ら
の
募
集
広

報
へ
の
手
ご
た
え
を
感
じ
ま
し

た
。鳥

栖
地
域
事
務
所
は
、
今
後

も
各
種
広
報
活
動
を
通
じ
て
自

衛
官
の
魅
力
を
発
信
し
て
参
り

ま
す
。

入隊と同時に「自衛官候補生」に任命され、３か月後に２等陸・海・空士（任期制自衛官）に任用されます。
■２等陸・海・空士任用後は、陸上自衛隊は１年９か月、 海上・航空自衛隊は２年９か月の任期制コース
となります。

「韋
駄
天
」広
報
官
の
紹
介

鳥
栖

唐
津

佐
賀

採 用 案 内

武
雄

平和を守り、未来を創る
陸・海・空自衛官候補生募集

詳細につきましては、ホームページをご覧になるか、
最寄りの地域事務所等へお問い合わせ下さい。

事務所等 住 所 電話番号

本 部
〒８４０－００４７
佐賀市与賀町２－１８

０９５２－２４－２２９１

唐 津 出 張 所
〒８４７－００８５
唐津市和多田本村１－７

０９５５－７２－８６９７

武雄地域事務所
〒８４３－００２３
武雄市武雄町大字昭和４３－１５

０９５４－２３－８３０４

鳥栖地域事務所
〒８４１－００３７
鳥栖市本町１－９６２－１

０９４２－８３－４０７７

佐賀募集案内所
〒８４０－０８０１
佐賀市駅前中央１丁目１３－４０

０９５２－３１－５００２

募集種目 応募資格（学歴・年齢） 受付期間 試験日

自衛官候補生
１８歳以上
２７歳未満の者

年間を通じて
行っております。

受付時にお知らせします。

※女子については、お問い合わせ下さい。

一般曹候補生 １８歳以上２７歳未満の者
７月１日
～９月７日

１次試験： ９月２１日～２３日
２次試験： １０月１２日～１７日
※いずれか１日が指定されます。

予備自衛官補（一般） １８歳以上３４歳未満の者
７月１日
～９月１４日

９月２９日～１０月２日
※いずれか１日を指定されます。

防衛大学校学生

推薦

１８歳以上２１歳未満の者

高卒（見込含）又は高専３年次修了
（見込含）で成績優秀かつ生徒会活動
等に顕著な実績を修め、学校長が推
薦できる者 ９月５日

～９月７日

９月２２・２３日

総合
選抜 １８歳以上２１歳未満の者

（自衛官は２３歳未満）
高卒者（見込含）又は高専３年次
修了者（見込含）

１次試験：９月２２日
２次試験：１０月２７・２８日

一般
９月５日
～９月２８日

１次試験：１１月３・４日
２次試験：１２月１１～１５日

防衛医科大学校医学科学生
１８歳以上２１歳未満の者
高卒者（見込含）又は高専３年次
修了者（見込含）

９月５日
～９月２８日

１次試験：１０月２７・２８日
２次試験：１２月１２～１４日

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

１８歳以上２１歳未満の者
高卒者（見込含）又は高専３年次
修了者（見込含）

９月５日
～９月２８日

１次試験：１０月２０日
２次試験：１２月１・２日

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

推薦

男子で中卒（見込含）

１７最未満の成績優秀かつ生徒会活
動等に顕著な実績を修め、学校長が
推薦できる者

１１月１日
～１１月３０日

３１年１月５日～７日
※いずれか１日を指定されます。

一般
男子で中卒（見込含）
１７歳未満の者

１１月１日
～３１年１月７日

１次試験：３１年１月１９日
２次試験：３１年２月１日～４日

新
た
な
道
を
歩
む
入
隊
者
を
応
援

地
元
出
身
隊
員
が
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ

地
元
出
身
隊
員
が
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ

沖縄での勤務時に九州一周駅伝に参加
した樋口曹長（写真右）

広報官として募集業務を行う樋口曹長
（写真右）

厳粛に執り行われた入隊式

自信に満ち溢れた候補生（写真前列
右は深見候補生（武雄所から入隊））

進路指導教諭との懇談

教室において在校生と面談する隊員

北陵高校で校長先生と懇談する隊員
（陸自５名、海自１名、空自１名）

多久高校で在校生と面談する田中候補生（海自）


